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子
を
見
せ
な
が
ら
も
堂
々
と

報
告
し
た
。
発
表
終
了
後
に

は
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
行
わ

れ
、「
各
高
校
生
た
ち
が
多
様

な
視
点
で
学
び
を
伝
え
、
未

来
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
意

識
が
感
じ
ら
れ
た
」
と
講
評

し
た
。

　
続
い
て
、
本
学
の
元
教
員

で
、
現
在
は
石
巻
市
震
災
遺

構
門
脇
小
学
校
の
館
長
を
務

め
る
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ハ
ル
バ

ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
さ
ん
が
基
調

講
演
を
行
い
、
震
災
伝
承
に

取
り
組
む
意
義
に
つ
い
て

「
自
然
災
害
の
多
い
日
本
で

将
来
犠
牲
者
が
出
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
」
と
し
た
う
え

で
、「
伝
承
は
目
的
で
は
な
く

手
段
。
伝
え
る
こ
と
で
命
を

大
切
に
し
た
い
」と
語
っ
た
。

　
第
２
部
で
は
、
情
報
交
換

会
を
実
施
し
、
和
や
か
な
雰

囲
気
で
交
流
を
深
め
た
。
参

加
し
た
教
員
か
ら
は
、「
生

徒
、
教
員
双
方
に
と
っ
て
貴

重
で
有
意
義
な
学
び
の
機
会

と
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
た
。

る
社
会
の
変
化
が
今
後
も
あ

る
と
思
う
が
、
自
信
を
持
っ

て
力
強
く
生
き
て
ほ
し
い
」

と
激
励
し
た
。

　
大
学
院
修
了
生
を
代
表
し

て
畠
山
紘
一
さ
ん
（
理
工
学

研
究
科
生
命
科
学
専
攻
）、学

部
生
を
代
表
し
て
佐
藤
大
毅

さ
ん
（
理
工
学
部
情
報
電
子

工
学
科
）が
謝
辞
を
述
べ
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
、
研
究
室
で

過
ご
し
た
日
々
を
「
思
う
よ

う
な
研
究
結
果
が
得
ら
れ
ず

悩
む
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
考

え
抜
く
姿
勢
を
養
う
貴
重
な

時
間
だ
っ
た
」と
振
り
返
り
、

「
本
学
で
得
た
専
門
知
識
と

問
題
解
決
力
、
支
え
合
う
心

を
胸
に
、
社
会
に
貢
献
で
き

る
人
材
と
な
れ
る
よ
う
努
力

を
重
ね
て
い
く
」と
誓
っ
た
。

　
困
難
を
乗
り
越
え
る
な
か

で
、
諦
め
な
い
姿
勢
や
協
働

の
大
切
さ
を
育
ん
だ
卒
業
生

た
ち
は
、
苦
楽
を
共
に
し
た

仲
間
と
の
思
い
出
を
携
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
か
っ
て

力
強
く
踏
み
出
し
た
。

　
本
学
主
催
の
公
開
講
座

「
石
巻
で
学
ぶ
」
が
３
月
14

日
、
専
修
大
学
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
か
れ
た
。
３
回
目

と
な
る
今
回
は
、
新
た
な
学

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
関
心

が
高
ま
る
「
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア

ー
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し

た
。
石
巻
を
舞
台
と
し
た
ツ

ア
ー
に
興
味
の
あ
る
一
般
の

方
々
や
、
企
画
・
検
討
し
て

い
る
高
校
の
教
員
や
生
徒
が

参
加
し
た
。

　
第
１
部
は
、
浦
和
学
院
高

等
学
校
、
新
渡

戸
文
化
高
等
学

校
、
安
部
学
院

高
等
学
校
の
３

校
の
生
徒
が
、

石
巻
で
の
ス
タ

デ
ィ
ツ
ア
ー
を

通
し
て
得
た
学

び
や
気
付
き
に

つ
い
て
、「
震
災

伝
承
」「
英
語
学

習
」「
食
」「
高
大

連
携
」
の
そ
れ

ぞ
れ
の
テ
ー
マ

で
発
表
。
３
校

の
生
徒
は
、
１

０
０
人
を
超
え

る
参
加
者
を
前

に
緊
張
し
た
様
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☞

川島記念学術賞受賞者川島記念学術賞受賞者
　
学
術
の
分
野
で
顕
著
な

成
績
を
収
め
た
学
生
に
対

し
、
卒
業
に
あ
た
っ
て
授

与
さ
れ
る
「
川
島
記
念
学

術
賞
」
の
２
０
２
５
年
度

受
賞
者
は
理
工
学
部
４

人
、
経
営
学
部
３
人
、
人

間
学
部
２
人
の
計
９
人
。

　
※
学
科
に
続
い
て
所
属

　
研
究
室
・
ゼ
ミ
、出
身
校
。

◆
理
工
学
部

志
賀

柚
月
さ
ん

学
部
総
代
・
機
械
工
学
科
、

高
橋
智
研
究
室
、
宮
城
県

気
仙
沼
高

及
川

雪
水
さ
ん

生
物
科
学
科
、
鈴
木
英
勝

研
究
室
、
千
葉
県
松
戸
南

高風
間

玲
緒
奈
さ
ん

生
物
科
学
科
、
奈
良
英
利

研
究
室
、
岩
手
県
専
大
北

上
高

佐
藤

大
毅
さ
ん

謝
辞
・
情
報
電
子
工
学
科
、

木
村
健
司
研
究
室
、
秋
田

県
湯
沢
高

◆
経
営
学
部

平
塚

真
輝
人
さ
ん

学
部
総
代
・
情
報
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
科
、
工
藤
周
平

ゼ
ミ
、
宮
城
県
鹿
島
台
商

業
高

山
本

琉
仁
さ
ん

経
営
学
科
、
三
森
敏
正
ゼ

ミ
、
青
森
県
八
戸
聖
ウ
ル

ス
ラ
学
院
高

伊
藤

諒
比
さ
ん

経
営
学
科
、
三
森
敏
正
ゼ

ミ
、
岩
手
県
水
沢
工
業
高

◆
人
間
学
部

大
樂

未
咲
さ
ん

学
部
総
代
・
人
間
教
育
学

科
、
小
玉
幸
助
ゼ
ミ
、
福

島
県
郡
山
東
高

渡
邉

綾
子
さ
ん

人
間
文
化
学
科
、
高
橋
幸

ゼ
ミ
、
福
島
県
福
島
東
高

2025年度学位記授与者数

大
　
学
　
院

研究科 専攻 人数

理
工
学

修 士
課 程

物 質 工 学 2
生 命 科 学 6

博士後期
課 程

物質機能工学 ―
生命環境科学 0

小　　計 8

経
営
学

修士課程 経 営 学 ―
博士後期
課 程 経 営 学 0

小　　計 0
合　　計 8

学
　
部

学 部 学科 人数

理 工

生 物 科 63
機 械 工 20
情報電子工 26
小 計 109

経 営
経 営 106
情報マネジメント 26
小 計 132

人 間
人 間 文 化 19
人 間 教 育 21
小 計 40

合　計 281
※学期末卒業者を含みます。

　
長
年
に
わ
た
り
研
究
や
学

生
の
指
導
に
力
を
尽
く
さ
れ

た
教
員
４
人
が
今
春
、
定
年

退
職
さ
れ
る
。

※
氏
名
、
所
属
学
科
、
主
な

担
当
、
主
な
役
職
、
在
職
年

数
。

【
理
工
学
部
】

中
込

真
二

教
授

情
報
電
子
工
学
科
、「
半
導

体
デ
バ
イ
ス
工
学
」、
理
工

学
研
究
科
長
、
37
年

【
経
営
学
部
】

日
野

博
明

教
授

情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
、

「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
論
」、

38
年

茂
木

克
昭

教
授

情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
、

「
金
融
論
」、
19
年

【
人
間
学
部
】

近
藤

裕
子

教
授

人
間
教
育
学
科
、「
音
楽
」、

13
年

スタディツアーの成果を報告する浦和学院高校の生徒たち

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
の
成
果
発
信

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
の
成
果
発
信

公
開
講
座
「
石
巻
で
学
ぶ
」
東
京
・
神
田
で
開
催

　
修
士
課
程
総
代
と
学
部
総

代
に
阿
部
知
顕
学
長
か
ら
学

位
記
が
授
与
さ
れ
た
。
続
い

て
、
川
島
記
念
学
術
賞
の
９

人
に
表
彰
状
と
記
念
メ
ダ
ル

が
贈
ら
れ
た
。

　
阿
部
学
長
は
式
辞
で
、
幼

少
期
に
東
日
本
大
震
災
、
大

学
時
代
に
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験

し
た
学
生
た
ち
に
対
し
て
、

「
若
く
し
て
社
会
的
に
重
大

な
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
た

経
験
は
人
生
の
糧
に
な
る
は

ず
。
私
た
ち
を
不
安
に
さ
せ

　
２
０
２
５
年
度
の
学
位
記
授
与
式
が
３
月
20
日
、
本
学
体
育

館
で
行
わ
れ
た
。
ま
だ
肌
寒
さ
の
残
る
春
空
の
下
、
大
学
院
修

了
生
、
学
部
卒
業
生
合
わ
せ
て
２
８
９
人
が
、
思
い
出
の
学
び

舎
に
別
れ
を
告
げ
、
新
た
な
道
へ
と
歩
み
出
し
た
。

2025年度学位記授与式2025年度学位記授与式

　サークル活動などで顕著な成績を収めた個人・団体をたたえ

る2025年度学生表彰式が２月17日に行われ、14団体・11人が表

彰された。

　最優秀団体賞を受賞したのは、スポーツ部門が硬式野球部、

文化部門が骨格標本愛好会。個人の最優秀賞は弓道部の金來昊

さん（人間１・宮城県工業高）が選ばれ、阿部知顕学長から賞

状とトロフィーが、奈良英利学生部長から記念品が授与された。

　石巻地域高等教育事業団特別表彰は、ボランティアサークル

「歩～あゆむ～」が受賞。合わせて行われた在学生キャリア支

援奨学生の授与式では、高度資格取得者19人、スポーツ部門の

個人４人に奨学生証書が手渡された。

14団体・11人が受賞25年度学生表彰式

２
８
９
人
が
新
た
な
道
へ

４
教
員
が

定
年
退
職

発表、講演を行った皆さん

困難乗り越えた経験を人生の糧に困難乗り越えた経験を人生の糧に

阿部学長（右）から各学部の総代に学位記が授与された

「社会に貢献できる人材

となるよう努力を重ねる」

と決意を語った佐藤さん

式後に行われた卒業を祝う会で

学位記を手に学科の仲間たちと
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